
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

開始年月日

終了年月日

令和7年4月1日

令和12年3月31日

令和６年９月１２日作成

防府市

189.37

１１３,３４０（令和６年７月末現在住民基本台帳）

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

防府地域循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等（作成者）
名



（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

防府市（全域）

Ｒ８年度中

①日本容器包装リサイクル協会への委託（プラ法32条のルート）

　山口県は、第４次山口県循環型社会形成推進基本計画（２０２１年３月）（以下「県計画」という。）
において、ごみ処理の広域化及びごみ処理施設の集約化を計画的に進め、持続可能な適正処理の確保に向
けた取組を行うこととしており、県内の広域ブロックを７つに区割りしている。その中で、防府市は山口
市及び防府市の２市から構成される山口・防府ブロックに区分けされている。
　県計画では、令和３年度（２０２１年度）から令和１２年度（２０３０年度）までの１０年間で「山口
県ごみ処理の広域化及びごみ処理施設の集約化計画」を策定し、地域の実情を踏まえた効率的なごみ処理
について、処理方式、施設規模、設置場所等の具体的な検討を行うこととされている。
　防府市では、平成２６年４月から新施設を稼働していること、山口・防府ブロックは広大であるため広
域化を進めると収集運搬体制に大きな影響が出ること、また、ブロック内他市の施設が比較的新しいこと
などから、現段階では既存施設でごみ処理を行う計画であるが、今後、施設更新の際には市域を超えた一
般廃棄物処理の広域化について、経済性、効率性及び公平性を確保しながら検討を行うこととしている。

山口県ごみ処理の広域化及びごみ処理施設の集約化計画

○

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合



ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

防府市災害廃棄物処理計画

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）



２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和５年度 令和12年度 現状比

113,791 112,403 -1.2%

12,656 10,108 -20.1%

24,165 21,407 -11.4%

436 322 -26.1%

　その他排出量（トン） 273 675 147.3%

　⑤総排出量（トン） 37,094 32,190 -13.2%

891 785 -11.9%

　再生利用量 9,249 12,298 33.0%

25% 38%

　最終処分量 1,058 894 -15.5%

3% 3%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 17,970 24,375

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量は集団回収量。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/
人日〕

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。



（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和５年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

37,094 t

リサイクル率

24.9%

処理残さ量

9,220 t

排出量 計画処理 25.0%

36,821 t

100.0% 減量化量

26,787 t

自家処理量 72.7% 最終処分量

1,058 t

2.9%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

32,190 t

リサイクル率

38.2%

処理残さ量

10,841 t

排出量 計画処理 34.4%

31,515 t

100.0% 減量化量

18,997 t

自家処理量 60.3% 最終処分量

0 t 894 t

2.8%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

229 t

0.7%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

8,405 t

22.8%

97.8%

1.6%

2.2%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量

675 t

0 t

直接資源化量

31,515 t
666 t

32.3%

2.1%

4.6%

94.7%

29,838 t

12,298 t

243 t

0.7%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

10,175 t1,448 t

571 t

273 t 9,249 t

36,821 t
36,007 t 815 t



（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　今後とも家庭ごみの分別区分に準じ、収集・処分を行う。
　また、年間１００ｔ以上の事業系一般廃棄物を排出する事業者に対しては、事業場における事業系一般
廃棄物の減量、処理に関して訪問指導を実施する。

　上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４のと
おり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
　不燃ごみについては、現状、破砕、機械選別の後、磁選機による鉄の回収などの処理を行い、アルミ選
別に対応している。また、研修施設や再生工房等の普及啓発機能を付加し、リサイクル活動の拠点づくり
を進めている。
　可燃ごみについては、現状、高効率原燃料回収施設と熱回収施設を一体的に整備し、焼却処理を行うご
み量の削減や燃焼効率の向上等を図る中で、バイオガスの有効利用と効率的な発電を行うとともに、焼却
残渣の積極的な再生利用を推進している。
　なお、エネルギー回収推進施設及びマテリアルリサイクル推進施設の維持管理・運営については、ＤＢ
Ｏ方式により推進している。
　プラスチック使用製品廃棄物については、令和８年度から分別収集、再商品化を実施する。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　現在、一般廃棄物処理施設では産業廃棄物は対象としていないが、今後も一般廃棄物処理施設における
産業廃棄物の処理は基本的に行わないものとする。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 



表２　防府地域各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法
処理施設

等
分別区分 処理方法

処理施設
等

分別区分 処理方法
処理施設

等
一次処理 二次処理

燃やせるご
み

焼
却

（

熱
回

収
）

可燃物処理
施設

燃やせるご
み

焼
却

（

熱
回

収
）

発電
メタン回収

可燃ごみ処
理施設

（焼却灰）
再資源化委
託

プラスチッ
ク製容器包
装

再
商
品

化
再商品化
（委託）

プラスチック
資源（容器包
装+製品）

再
商
品

化
再商品化
（委託）

紙製容器包
装

再
商
品

化
再商品化
（委託）

紙製容器包
装

再
商
品

化
再商品化
（委託）

紙パック
再
商
品

化
再商品化
（委託）

紙パック
再
商
品

化
再商品化
（委託）

古紙類
再
商
品

化
再商品化
（委託）

古紙類
再
商
品

化
再商品化
（委託）

古着・古
布・羽毛布
団

再
商
品

化
再商品化
（委託）

古着・古布
再
商
品

化
再商品化
（委託）

ペットボト
ル

再
商
品

化
再商品化
（委託）

ペットボト
ル

再
商
品

化
再商品化
（委託）

缶
再
商
品

化
再商品化
（委託）

缶
再
商
品

化
再商品化
（委託）

びん
再
商
品

化
再商品化
（委託）

びん
再
商
品

化
再商品化
（委託）

乾電池、蛍
光灯

再
資
源

化
破砕、焼
成、水銀回
収（委託）

乾電池、蛍
光灯

再
資
源

化
破砕、焼
成、水銀回
収（委託）

粗大ごみ
そ
の
他

リサイクル
施設（破
砕）

粗大ごみ
そ
の
他

リサイクル
施設（破
砕）

可燃ごみ処
理施設（焼
却）

埋立ごみ
埋
立

最終処分場 埋立ごみ
埋
立

最終処分場

現　　　状（令和５年度年度） 今　　　後（令和１２年度年度）

防府市
分別区分 処理方法

処理施設等



表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
防府市クリーンセン
ターリサイクル施設

事業主体 防府市

工種 増設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

プラスチック使用製
品廃棄物の分別収集
及び再商品化実施の
ため

施設種別 リサイクルセンター

処理方式
破袋、選別、圧縮梱

包

処理能力（単位） ２３ｔ/日

事業期間
令和７年度
～令和８年度

竣工（事業完了）予定年月 令和９年２月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」
防府市大字新田364

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

３ｍ～５ｍ未満

浸水対策
主要な設備を、２階
以上に設置する。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

防府市国土強靭化計
画

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業 ○

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合

①プラスチック使用
製品廃棄物
②プラスチック製容
器包装
③紙製容器包装

備考



表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 リサイクル施設

施設名
防府市クリーンセン

ター（可燃ごみ処理施
設）

防府市クリーンセン
ター（リサイクル施

設）

施設所有主体 防府市 防府市

型式及び処理方式 ストーカ式 破砕・選別・圧縮梱包

処理能力（単位） 150ｔ/日 23ｔ/日

エネルギー回収の有無 有 無

竣工年月 H26.4 H26.4

廃止又は休止（予定）年月

施設所在地 防府市大字新田364 防府市大字新田364

想定される浸水深 浸水深5ｍ未満 浸水深5ｍ未満

浸水対策
主要な設備を、２階以

上に設置する。
主要な設備を、２階以

上に設置する。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1

備考



（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　「防府市ごみ処理基本計画」の４６ページから５４ページまでを添付する。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　ワンウェイプラスチックの使用抑制に向け、マイバッグ持参運動によるレジ袋削減や、不必要なものは
買わない・もらわない・何度も繰り返し使える商品を選ぶなど、プラスチックごみ削減のための周知啓発
を重点的に行い、市民のライフスタイルの転換を促す。
　また、令和３年６月に公布された「プラスチック資源循環促進法」を踏まえ、効率的なプラスチック資
源（プラスチック製容器包装及びプラスチック使用製品廃棄物）の一括回収・リサイクルを進める。
　尚、本事業は、硬質プラスチック製品に対応した破袋機への更新や、火災防止対策として、搬送装置の
プーリーを、リチウム電池を回収できる高磁力マグネットプーリーに改造して、且つ受入ヤードや貯留
ヤードの天井に消火装置を設置する。

　生活系ごみは有料の指定袋で収集し、事業系ごみはラベルシールによる収集、直接持ち込み共に有料と
している。
　ごみの排出抑制や再生利用に向けた経済的誘導策として、受益者負担の観点から、処理手数料を検証
し、処理手数料の適正化について検討する。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　火災事故等を未然に防止するため、リチウム蓄電池の適切な排出方法等について、周知啓発を積極的に
実施する。
　また、プラスチック資源の一括回収にあたり、施設内での火災対策として磁選機を設置し、搬入から選
別、圧縮梱包、保管に至るまで消火設備を設置する。



　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　「防府市ごみ処理基本計画」の５１ページを添付する。

　平成３１年に策定した防府市災害廃棄物処理計画に基づく取り組みを推進していくとともに、訓練等を
通じて円滑・迅速な処理が実現できる実効性の高い体制を構築していく。
　また、周辺市町村と連携し、災害発生時には相互に災害廃棄物の受入処理ができる体制の構築を目指
す。



（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　本市では、毎年、計画の進捗状況を把握し、必要に応じて山口県及び国と意見交換をしつつ、計画の見
直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめて、速やかに計画の事後評価、目標達
成状況の評価を行う。
　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果の内容を次期計画策定に反映させるものとする。
　なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。



総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和7年度 令和8年度 年度 年度 年度

0 277,200 0 277,200 110,880 166,320 0 0 0

1 防府市 23 ｔ/日 R7 R8 R7 R8 277,200 277,200 110,880 166,320

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 277,200 0 277,200 110,880 166,320 0 0 0合     　　計

適正な最終処分のための整備事業

計画支援事業等

マテリアルリサイクル推進等のための整備事
業

防府市クリーンセンター

有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事
業

エネルギー回収等のための整備事業

し尿処理施設の改良事業等

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別 交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

廃棄物運搬中継のための整備事業

事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間



一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

①総人口（人） 115,603 114,560 113,816 113,791 114,286 113,957 113,646 113,335 113,025 112,714 112,403

②事業系ごみ排出量
（トン）

11,859 11,999 12,313 12,656 11,603 11,313 11,062 10,815 10,574 10,339 10,108

③生活系ごみ排出量
（トン）

27,408 25,979 25,470 24,165 22,887 22,186 22,016 21,853 21,698 21,549 21,407

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

478 451 452 436 369 347 342 336 332 327 322

その他排出量
（トン）

310 312 300 273 522 594 609 625 640 658 675

⑤総排出量
（トン）

39,577 38,290 38,083 37,094 35,012 34,093 33,687 33,293 32,912 32,546 32,190

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

938 916 917 891 839 820 812 803 798 791 785

⑦総資源化量
（トン）

10,461 10,485 10,012 9,249 11,473 11,922 11,968 12,039 12,122 12,212 12,298

⑧埋立最終処分量
（トン）

1,832 1,245 1,293 1,058 1,045 989 970 950 931 913 894

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

7,244 7,114 6,696 6,025 7,500 7,758 7,822 7,902 7,992 8,086 8,178

年間日数
（日）

365 365 365 366 365 365 365 366 365 365 365

指標・単位

過去の状況・現状 予測



310 312 300 273 522 594 609 625 640 658 675 

27,408 25,979 25,470 24,165 22,887 22,186 22,016 21,853 21,698 21,549 21,407 

11,859 11,999 12,313 12,656 11,603 11,313 11,062 10,815 10,574 10,339 10,108 

39,577 38,290 38,083 37,094 35,012 34,093 33,687 33,293 32,912 32,546 32,190 
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過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

10,461 10,485 10,012 
9,249 

11,473 11,922 11,968 12,039 12,122 12,212 12,298 

1,832 
1,245 1,293 1,058 1,045 989 970 950 931 913 894 
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）



115,603 

114,560 

113,816 113,791 
114,286 

113,957 
113,646 

113,335 
113,025 

112,714 
112,403 

110,000

111,000

112,000

113,000

114,000

115,000
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

478 451 452 436 
369 347 342 336 332 327 322 

938 916 917 891 
839 820 812 803 798 791 785 
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（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの
ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの
排出量

（ｇ/人日）



対象地域及び地域内の施設の現況と予定（位置図） 

 
 

 

 

 

 

 

 

製品プラに関する増設 

防府市クリーンセンター 

可燃ごみ処理室、 

リサイクル施設 

防府市一般廃棄物 

最終処分場 
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